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【研究成果】 

 Ni を含有しない新しい生体医療材料として開発した Ti-Nb 系合金のヤング率の組成依存性を、β相

の安定性に着目して明らかにした。その結果、非熱的オメガ相の形成が抑制される組成近傍でヤング

率が低下すること、この合金に熱加工プロセッシングを施すことにより低ヤング率を保持したまま高

強度化できることが判明した。Sn 添加によりオメガ形成を抑制した（Ti- 35 wt.% Nb- 4 wt.% Sn）合

金において、極めて低いヤング率を示す材料の開発に成功した。このヤング率の組成依存性を DV-Xa
法により説明することができた（Ref.1 ）。Fe-Al 合金を利用した複合鋼板の研究においては、加工シ

ミュレーターにより求めた変形抵抗から複合化プロセス条件を決定し、二次加工性に優れた複合材の

創製に成功した。更に室温での冷間加工（課効率 99.8%）により強い{001}<110>集合組織を示し、120
ミクロン厚みで 4.3m 長の巻き取り可能な薄箔を得ることできた（Ref.2 ）。高温用 A2O3/YAG/ZrO2 共
晶合金の研究においては、高温機械的特性と組織解析を行った。その結果 Al2O3 は<300>に、ZrO2 は

<100>にそれぞれ配向し、YAG 相は配向のないことを明らかにした。また 1500K 以上おいて優れた高

温強度を示すと同時に、圧縮変形が可能であることを明らかにし、超高温材料としての可能性を示し

た（Ref.3 ）。水素吸蔵用 TiMn2合金の研究においては、水素吸蔵特性に及ぼす構成相の化学組成およ

び構成相の分率の影響について明らかにした。その結果、約 59at.%Mn の TiMn2を含有する合金で最

大の水素吸収を示し、同じ TiMn2 でも相中の Mn 組成によって水素吸蔵特性が変わることを示した

（Ref.4 ）。耐酸化コーテイング材用 Mo(Si,Al)2合金の研究においては、Mo(Si1-x,Alx)2（x=0～0.6）の

構造と熱膨張挙動を明らかにした。Al 量の増加と共に結晶構造は C11b から C40、そして C54 に変化

し、熱膨張係数は増加することがわかった。本合金を Nb 合金にコーテイングを鑑み、熱膨張係数差

を減じるためには、C40 構造の Mo(Si,Al)2に低熱膨張係数の材料との複合化が有望であることを提言

した（Ref.5 ）。  
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【研究計画】 

 低ヤング率・超弾性に優れた Ti 合金の材料開発をおこなう。これまでの Ti-Nb-Sn 系での成果を基

に、新たな合金系として Sn の替わりに Al を、また Nb の替わりに V を検討する。これらの合金の結

晶配向（集合組織）制御、および加工熱処理による相安定性制御により、特性向上を目指すと共に、

各種加工プロセスを用いて実用に供する材料形状にまで仕上げることを目標とする。Fe-Al 合金を利用

した複合鋼板の研究では、耐食機能の向上を目指しこれまでの成分調整に加え、Al2O3 および TiO2 等

による表面コーティングによる機能改善をはかる。また XPS および SIMS を用いた表面解析と電気化

学実験から、酸化物修飾複合材料の耐食機構を明らかにする。水素化プロセスを利用したコンデンサ

ー用粉末創製については、微粉化への温度・圧力・時間等のプロセス条件依存性を明らかにすると共

に、このようにして作製した微細粉からコンデンサーを作成してそのコンデンサー特性を解明し、実

用 Nb コンデンサーとの比較検討をおこなう。光触媒材料の研究においては、可視光応答性に優れた

二酸化チタンを作製するために、価電子制御理論に基づく合金化による電子構造改質を目指す。可視

光応答性に優れた光触媒を民生用生体合金に担持し、抗菌・セルフクリーニング特性を兼ね備えた新

しい複合材料を創製する。またプラズマ照射による光触媒特性の向上とバルク化を目指して、プラズ

マリアクターの利用や SPS による固化成型を試みる。 
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